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今後の流域委員会の進め方について

＜主な構成＞

○最終アウトプットについて
○検討体制について
○今後の審議、検討スケジュールについて
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この資料は、主に下記３つの事項について、現時点での流域委員会としての方向性を確認し、
委員の共通認識とするためのものです。

・流域委員会の最終アウトプット、おおまかなスケジュール

・最終アウトプット作成における検討の進め方

・今後の検討スケジュール及び検討における委員会、部会、ＷＧの役割分担

本資料の位置づけ
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淀川流域委員会の最終アウトプットについて

①河川整備のあり方に
関する提言
流域委員会としての社
会全体に向けた提言。
「中間とりまとめ」を
さらに発展させ、河川
整備の理念、枠組み、
基本的方向等について
述べる。
（社会全体への提言、
他省庁への提言も含
む）

②②住民意見聴取につ住民意見聴取につ
いての提言いての提言
住民意見聴取・反映
方法についての提言

③河川 備計 案河川整備計画原案
つい の意つい の意についての意見書についての意見書

河川管理者が作成す
る「河川整備計画原
案」について、
個別の施策を含めて、
委員会として意見を
表明する。

� 委員会の最終アウトプットは下記①～③の３点と考え、今後の検討を進める。

◎最終アウトプット案

＊上記①～③の記述内容決定にあたっては、できるだけ全会一致での決定をめざして議論する。最終的に議論を尽くした末に意
見が分かれた場合の少数意見については、これを付記する（流域委員会規約第３条５項 委員会の意思決定は出席委員の多数
決をもって行うが、少数意見がある場合にはこれを付する）。



● 治水、利水（水需要管理
など）、環境（水量・水位の変
動、河川形状、水質など）、
についての流域全体の考え
方
●ダム（新規、既存）の整備
や管理についての方針

●一般意見聴取試行に
関しての方針

●一般意見聴取に関す
る提言のとりまとめ

●委員会中間とりまと
めを柱に深化させ、各
部会中間とりまとめを集
約して最終提言としてと
りまとめ

●部会での検討が必要
な事項を指示

委員会
（流域全体につ
いての検討）

① 最終提言 ② 一般意見提言 ③意見書

（ ● 河川ごとの整備方向）

●河川ごとの具体的な
整備プラン
・堤防
・ダム
・河川利用
・河川形状
・環境整備 など

●一般意見聴取の試行
（ケーススタディ）

●提言に盛り込むべき事
項、記述を委員会へ提案

●最終提言にもりこむ
べき事項、記述、委員
会へ提案

●委員会からの指示を
受けた検討

部 会
（各河川につい
ての検討）

検討体制について（委員会と部会の役割分担）
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